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佐
々
木
市
長
の
力
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
示

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
予
算
編
成
で
、

新
た
に
一
般
財
源
の
枠
配

分
方
式
を
採
用
さ
れ
た
が
、

市
長
の
考
え
や
意
向
を
施

策
に
反
映
で
き
ず
、
各
部

問

局
任
せ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　

南
丹
市
総
合
振
興

計
画
の
具
現
化
に
向
け
、
基

本
的
に
は
市
民
の
皆
様
方
の

満
足
度
を
高
め
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
南
丹

市
長

職員定数の
適正化を進める

丹政クラブ

中井 榮樹 議員

旧町間の職員給与の
 格差是正と
 人件費の削減を

市長

市
の
構
築
を
目
指
し
て
努
力

を
し
て
い
る
。
行
財
政
改
革

に
果
敢
に
取
り
組
み
、
健

全
な
財
政
の
継
続
化
を
図

る
、
こ
の
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
枠
配
分
方
式

を
採
用
し
、
一
番
よ
く
知
っ

て
い
る
部
局
が
判
断
し
、
各

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
を
促
進
し
、
現
場
の
視

点
に
立
っ
た
効
率
的
で
、
ま

た
効
果
的
な
行
政
運
営
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
各
部

局
長
を
中
心
に
、
予
算
枠

の
配
分
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
一
般
会
計

予
算
で
2
1
8
億
円
、
市

債
発
行
を
総
額
で
30
億
円

以
内
、
普
通
建
設
事
業
費

で
40
億
円
以
内
な
ど
を
目

標
の
上
限
と
し
、
予
算
編
成

に
取
り
組
ん
だ
。
類
似
団

体
と
の
比
較
で
は
予
算
規
模

も
大
変
大
き
い
、
ま
た
職

員
数
の
問
題
も
あ
る
。
収

入
に
見
合
っ
た
歳
出
を
組
む

と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。

　
　
本
市
の
自
治
組
織
の

確
立
と
支
援
体
制
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

住
民
自
治
の
地
域

問市
長

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
、

住
民
自
治
組
織
の
支
援
な

り
、
ま
た
協
働
な
り
の
方

向
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。
地
元

の
意
向
も
十
分
に
踏
ま
え

た
上
で
連
携
を
深
め
、
住

民
自
治
組
織
の
拡
充
を
今

後
と
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
本
市
情
報
セ
ン
タ
ー

の
9
ち
ゃ
ん
ね
る
番
組
や

議
会
本
会
議
の
状
況
等
を

ネ
ッ
ト
で
映
像
配
信
し
て

問

行財政改革に
果敢に取り組む

市長の
リーダーシップによる
予算編成を

市長
南風会

中川　幸朗 議員

は
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
市
内
全
域
の

市
民
ニ
ー
ズ
や
ソ
フ
ト
面

の
拡
充
に
日
々
努
力
を
し

て
い
く
。
議
会
で
決
定
い

た
だ
け
れ
ば
実
現
で
き
る

よ
う
努
力
を
し
て
い
く
。

　
　
教
育
施
設
の
耐
震
診

断
結
果
と
耐
震
改
修
計
画

に
つ
い
て
、
ま
た
事
業
費

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

 

12
校
、
25
棟
が

I
S
値
（
耐
震
性
を
数
値

市
長

問教
育
長

化
し
た
も
の
）
が
0
・
7

未
満
の
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
2
棟
の
改
築
の
必

要
を
確
認
し
た
。
今
後

I
S
値
が
低
い
施
設
か
ら
、

南
丹
市
学
校
施
設
耐
震
化

検
討
委
員
会
に
お
い
て
ラ

ン
ク
付
け
を
行
い
総
合
的

な
判
断
も
加
え
な
が
ら
順

次
補
強
を
行
っ
て
い
く
。

耐
震
改
修
に
か
か
る
事
業

費
の
総
額
は
約
17
億
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
南
丹
市
の
20
年
度
予
算

は
、
一
般
会
計
2
1
8
億
円

で
特
別
会
計
、
企
業
会
計
合

わ
せ
た
全
会
計
で
は
3
4
5

億
3
4
5
5
万
6
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
19
年
度
と
比
較

す
る
と
54
億
6
4
8
0
万
5

千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

問

る
。

　
し
か
し
近
隣
の
類
似
団
体

と
比
べ
る
と
ま
だ
予
算
規
模

が
大
き
す
ぎ
る
。
ま
た
、
説

得
力
に
欠
け
る
の
は
人
件
費

削
減
の
取
り
組
み
が
弱
く
感

じ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
適
正

計
画
的
な
定
員
管
理
に
よ
り

人
件
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い

く
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内

容
が
見
え
て
こ
な
い
。ま
た
、

整
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
旧
町
間
に
お
け

る
職
員
給
与
の
格
差
是
正
で

あ
る
。
平
等
な
給
料
ベ
ー
ス

の
中
で
、
職
員
に
規
範
意
識

を
再
認
識
さ
せ
、
そ
の
上
で

職
員
の
能
力
･
努
力
･
意
欲

な
ど
を
、
し
っ
か
り
と
判
断

し
て
い
く
事
が
肝
要
と
思
わ

れ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
　

ま
ず
人
件
費
の
削

減
の
件
は
、
適
正
計
画
的
な

定
員
管
理
を
行
い
総
人
件
費

の
削
減
を
実
現
す
る
。
こ
の

適
正
化
計
画
を
加
速
す
る

為
に
、
来
年
度
の
新
規
採
用

を
見
送
っ
て
い
る
。
20
年
度

の
職
員
総
数
は
4
6
5
名

市
長

か
ら
12
名
の
退
職
見
込
み
で

あ
り
、
給
与
費
で
8
千
万

円
の
削
減
と
な
る
。
今
後

も
勧
奨
退
職
制
度
活
用
等

に
よ
り
、
人
件
費
総
額
の
削

減
に
も
計
画
的
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
る
。
旧
町
間
の
格

差
問
題
は
、
公
平
委
員
会
の

勧
告
に
よ
り
新
た
な
制
度
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な

お
、
早
期
に
退
職
さ
れ
る

年
代
の
方
の
問
題
も
配
慮
し

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
、
地
方
と
都
市
部

と
の
格
差
に
悩
み
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
過
疎
化
は

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
ま

た
、
教
育
や
医
療
･
防
災

等
の
充
実
を
求
め
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
、
道
路
整

備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し

か
し
、
暫
定
税
率
が
廃

止
に
な
れ
ば
南
丹
市
に

と
っ
て
年
約
10
億
円
の

道
路
特
定
財
源
が
、
約

5
億
6
千
万
円
も
消
え
て

し
ま
い
、
た
ち
ま
ち
疲
弊

し
て
し
ま
う
。
国
政
は
真

剣
に
地
方
の
現
実
を
踏
ま

え
て
議
論
を
深
め
る
責
任

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
に
伺
う
。

　
　
　

正
に
こ
の
南
丹
市
、

広
域
な
面
積
を
有
し
道
路

は
生
活
基
盤
の
源
と
し
て
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
市
道
1
2
1
9
路

線
5
6
5
㎞
、
橋
梁
数
は

5
7
7
橋
で
あ
る
。
未
改

良
、
未
舗
装
路
線
も
多
く

あ
り
、
こ
の
道
路
特
定
財
源

の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
る
。

問市
長
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